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序 文 

 つがる市には、８０か所を超える縄文時代の遺跡が所在しますが、中

でも亀ヶ岡石器時代遺跡と田小屋野貝塚は昭和１９年に史跡指定を受け

た重要かつ著名な遺跡です。 
 つがる市教育委員会は、隣接する両史跡の統一的な保存管理を目的と

して、平成２１年に『史跡亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野貝塚保存管理

計画書』を刊行しました。この保存管理計画にしたがい、つがる市では

両史跡の公有化を進めるとともに、発掘調査を継続的に実施して史跡内

外の内容確認に努めてまいりました。 
 しかし、保存管理計画策定から１２年が経過し、両史跡をとりまく状

況は大きく変わりつつあります。一つには、継続的な発掘調査の成果に

基づき両史跡が追加指定を受けたことから、追加指定地を含めた適切な

保存管理を図る必要が生じています。加えて、史跡の立地する屏風山砂

丘地では大型風力発電事業等が進行しており、史跡地の保存管理はもと

より、その周辺地域の環境保全も大きな課題となっています。 
 こうした近年の状況に即し、両史跡の保存、活用、整備、運営・体制

等について基本方針を定めたものが本保存活用計画書です。今後は本計

画に基づき、亀ヶ岡石器時代遺跡と田小屋野貝塚を将来にわたり確実に

保存・継承していくとともに、市民の皆様との協働により積極的な活用

を図りながら、両史跡を地域づくりの拠点としていくための整備を推進

してまいります。 
 結びに、本計画策定にご指導をいただきました史跡亀ヶ岡石器時代遺

跡・田小屋野貝塚保存活用計画策定委員会委員の皆様、文化庁および青

森県教育委員会、そして日頃より多大なご理解とご協力をいただいてい

る館岡地区の皆様並びに遺跡に関わる多くの市民の皆様に厚く御礼申し

上げます。 

令和３年３月 

つがる市教育委員会 
教育長 教育長　葛西　嵁輔
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第１章 保存活用計画策定の沿革・目的

第１節 計画策定の沿革

つがる市木造
きづくり

館岡
たておか

に所在する史跡亀ヶ岡石器時代遺跡と田小屋野貝塚は、近世あるいは明

治期から知られた著名な遺跡である。亀ヶ岡石器時代遺跡は江戸時代より完形土器や土偶の

出土で知られ、明治期以降、大学や研究機関等により繰り返し発掘調査が実施されてきた。

特に、低湿地から出土する保存状態の良好な各種の遺物は東北地方の縄文時代晩期の基準資

料として重要な位置を占め、日本考古学の発達に大きな役割を果たしてきた。田小屋野貝塚

は、明治期以降の調査により円筒土器文化期の遺跡として注目され、日本海側に位置する貝

塚を伴う集落遺跡として希少価値を有している。

この２つの遺跡は至近の距離に位置するとともに、いずれも戦時期までに破壊が深刻化し

ていたことから、当時の館岡村では昭和９（１９３４）年に史跡指定申請を行っており、両

遺跡は昭和１９（１９４４）年６月２６日に史跡指定を受けている。

両史跡は中心となる年代や内容が異なるものの、学史的な経緯や文化財保護の取り組みに

おいては軌を一にする点も多いことから、つがる市教育委員会では両史跡の統一的な保存管

理の施策を目的として、平成２１年に『史跡亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野貝塚保存管理計

画書』を策定し、史跡公有化事業や史跡内外の範囲内容確認調査等を実施してきた。

その後、これまでの調査成果の総括およびその再評価と周知を目的として、つがる市教育

委員会では平成２８年に『田小屋野貝塚総括報告書』、令和元年に『史跡亀ヶ岡石器時代遺跡

総括報告書』を刊行した。これにより遺構・遺物の分布がより詳細に把握され、昭和１９年

の史跡指定範囲を大きく越えて保護すべき範囲が広がることが判明したことから、つがる市

では史跡追加指定の意見具申を行い、平成２９年には田小屋野貝塚、令和２年には亀ヶ岡石

器時代遺跡の史跡追加指定を受けている。

第２節 計画の目的

両史跡とも、昭和１９年の指定範囲については公有化が進展し、万全の保護が図られつつ

あるが、追加指定範囲には宅地や農地等の民有地が広がることから、現状に即した保存管理

体制の方針を定める必要が生じている。加えて、両史跡の価値を高め、今後の活用を積極的

に図っていく必要がある。保存管理計画策定後に両史跡の調査研究には進展がみられ、各種

研究論文等や総括報告書の刊行を経てその理解は徐々に変わりつつある。そのため、これま

での調査研究成果を反映させ、亀ヶ岡石器時代遺跡および田小屋野貝塚の本質的価値とその

構成要素を再確認する必要も生じている。

平成２１年の保存管理計画策定後、両史跡を取り巻く周辺環境および社会情勢も大きく変

化してきている。周辺環境の大きな変化としては、史跡の立地する屏風山
びょうぶさん

砂丘地における大

型風力発電事業の開始があり、史跡自体の保護に加えて、その周辺景観を含めた保全体制の

構築が大きな課題となっている。社会情勢の変化としては、「北海道・北東北の縄文遺跡群」



の世界文化遺産登録推

進事業に見られるよう

に、現代社会における縄

文遺跡の新たな価値づ

けが進み、遺跡を地域の

歴史的資源としてより

積極的に保存活用する

動きが加速している。こ

うした様々な環境変化

のなか、両史跡の活用や

整備が地域において果

たすべき役割は大きい

ものであるにも関わら

ず、これまで十分な取り

組みがなされたとは言

い難い。

つがる市教育委員会

では、このような状況を

踏まえて、平成２１年に

策定した保存管理計画

を改定し、新たに保存活

用計画を策定すること

にした。この「史跡亀ヶ

岡石器時代遺跡・田小屋

野貝塚保存活用計画」

（以下、「本計画」という。）

では、史跡追加指定後の現状に即した適切な保存管理のあり方や現状変更等の取扱基準を定

めるとともに、その本質的価値と両史跡を構成する要素を明確にして、その価値を広く社会

に普及させ、文化財による地域づくり・人づくりを推進していくための活用、整備、運営・

体制について基本方針を定めることを目的とする。

第３節 計画の範囲

亀ヶ岡石器時代遺跡と田小屋野貝塚はいずれも、日本海沿いに南北に延びる屏風山砂丘地

の東縁部に位置し、津軽平野に面していることが大きな特徴である。津軽平野は縄文海進時

に「古十三
こじゅうさん

湖
こ

」が形成され、田小屋野貝塚で集落が営まれた縄文時代前期にはヤマトシジミ

等の水産資源がこの内水面から獲得されていた。その後の海退期においても、亀ヶ岡石器時

図１ 亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野貝塚位置図
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第２回策定委員会：令和２年１１月１１日�

・第１回委員会等での指摘事項と修正案について

・史跡保存活用計画書（案）の第８章～付章について

・史跡保存活用計画書（案）の全体的内容について

・今後の作業工程について

・来年度以降の事業計画（案）について

第５節� 他の計画との関係

� つがる市では、平成２８年に策定した『第２次つがる市総合計画（平成２８年度～平成３

７年度）』において、「新田の歴史が彩る� 日本のふるさと」をまちづくりの基本理念と定め、

市が目指すまちの将来像として、「未来に希望を感じる活力あるまち」「思いやりとやさしさ

にあふれるまち」「郷土に誇りと愛着を感じるまち」をかかげている。施策の大綱としては８

つの基本政策をかかげており、基本政策７は「未来を担う人と文化を育むまちづくり」とな

っている。�

『第２次つがる市総合計画（平成２８年度～平成３７年度）』（平成２８年３月策定）�

基本政策７� 未来を担う人と文化を育むまちづくり�

� � 主要施策７－３� かけがえのない文化財の保存と活用�

� � 〔具体的な取組〕�

������ 歴史的遺産及び文化財の保護と有効活用

〇亀ヶ岡石器時代遺跡及び田小屋野貝塚の史跡地公有化を推進し、史跡の保護を図る

とともに、遺跡の調査研究を推進し、縄文文化の内容をさらに明らかにするよう努

めます。�

〇地域の歴史的遺産及び文化財を教育資源や観光資源として活用しつつ、縄文遺跡群

の世界文化遺産登録に向けた気運を醸成します。�

������ 文化財施設等の整備・充実

〇亀ヶ岡石器時代遺跡及び田小屋野貝塚の内容を明らかにする資料の展示及び両史跡

の最新情報のガイダンスを現地近くで実施できる施設の建設を推進します。�

〇資料館について、地域固有の文化の保存に努めるとともに、学習の場及び観光の拠

点としての有効活用を図ります。�

また、関連計画として、『つがる市都市計画マスタープラン』、『第２期つがる市地域活力創

生総合戦略』、『つがる市景観計画』、『今後のつがる市の教育の方向性』があり、亀ヶ岡石器

時代遺跡と田小屋野貝塚の活用、整備、景観の保全・管理等をかかげている。さらに、『北海

道・北東北の縄文遺跡群包括的保存管理計画』は、資産および緩衝地帯の保全の根拠となる

各法令・制度等との整合性を図りつつ、資産全体の保存・管理および整備に関する方針と基



本的な考え方や方向性を示している。�

本計画の策定と実施にあたっても、上記の総合計画および関連計画・法令と整合性を図り

つつ、関係機関と連携して推進していく。以下、関連計画の該当部分を抜粋する。�

『つがる市都市計画マスタープラン』（平成２２年３月策定）�

本計画の中で、亀ヶ岡石器時代遺跡は「観光・交流拠点」の一つに位置づけられている。

また、地域別構想では以下の方向性が示されている。�

第４章� 地域別構想�

木造西部地区の地域づくりの目標と具体的な将来の方向性�

目標Ⅰ� 自然環境と歴史文化資源を活かした空間づくり�

【将来の方向性】�

� � 〇亀ヶ岡石器時代遺跡、埋没林等の歴史文化資源の活用を目指します。�

『第２期つがる市地域活力創生総合戦略』（令和２年３月策定）�

第４章� 基本目標ごとの施策の展開�

基本目的４� 安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる�

� � ４－４� 文化資源の保存・活用�

� � ［取組の方向性］�

縄文遺跡群の整備・発信�

北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群を積極的に発信するとともに、本市に存在

する遺跡の整備を行い、文化的価値を高めます。�

『つがる市景観計画』（令和２年６月策定）�

第６章� 特定景観地域に関する事項�

１．特定景観地域の設定�

（１）特定景観地域設定の考え方�

世界文化遺産登録を目指す、田小屋野貝塚及び亀ヶ岡石器時代遺跡周辺においては、特

別な景観形成基準を設けてきめ細かい景観形成を促す必要があることから、「特定景観地

域」として設定し、一般景観地域よりも小規模な建築物等を含めて届出対象とします。�

２．景観保全・形成の基本的考え方�

（１）史跡及び周辺一帯における景観の基調を成す自然環境との調和�

（２）低地から台地（史跡）への眺めの保全�

（３）視点場からの視野範囲に出現する工作物（風力発電施設等）の視覚的影響低減�
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第２章 史跡亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野貝塚の概要

 
第１節 指定に至る経緯

亀ヶ岡石器時代遺跡と田小屋野貝塚はいずれも、日本考古学史の早い時期からその価値や

重要性が認識されていた遺跡である。 

亀ヶ岡遺跡から出土した土器や土偶は、江戸時代の好事家や文人により観察・記録される

とともに、遺物の出土地である遺跡自体も考察の対象とされてきた。明治期以降も蓑
みの

虫
むし

山人
さんじん

、

東京帝国大学、旧制弘前高等学校などにより亀ヶ岡遺跡の発掘調査が継続的に実施されてき

た。明治２０（１８８７）年の遮光器土偶の発見や明治２８・２９（１８９５・１８９６）

年の佐藤傳蔵
さとうでんぞう

による発掘調査成果に代表されるように、沢根・近江野沢の南北低湿地では重

要な発見が相次ぎ、昭和初期頃までには低湿地遺跡としての評価が確立していった。 
その一方、亀ヶ岡遺跡では遺物の売買などを目的とした盗掘も進んだことから、遺跡の所

在する西津軽郡館岡村は、昭和９（１９３４）年に史蹟名勝天然紀念物保存法により、史跡

指定申請書を文部大臣あてに提出した。同年中には仮指定を受けたとする記録もあるが、官

報等では確認できない。その後、低湿地下の砂質粘土層および泥炭層に遺物包含層を有する

著名な遺跡という点が評価され、昭和１９（１９４４）年６月２６日付で史跡指定を受けた。 

田小屋野貝塚は、明治２９年の亀ヶ岡遺跡調査時に、佐藤傳蔵によりあわせて調査が実施

され、黒色土層下のローム層中から多量の土器片が出土したことが報告された。遺跡の立地

や遺物包含層の特徴において亀ヶ岡遺跡との違いが指摘されるとともに、ヨーロッパ諸国の

洪積世出土遺物との比較にも論が及んでいる。大正１４（１９２５）年には山内
やまのうち

清男
す が お

による

踏査、昭和３（１９２８）年には中谷
な か や

治宇二郎
じ う じ ろ う

による発掘調査も実施され、円筒土器出土遺

跡としての理解が進んだ。戦時中には食料増産を目的として、貝層を肥料とするために遺跡

が掘り起こされ、遺跡の破壊が危惧されたことから、亀ヶ岡石器時代遺跡と同じく、昭和９

年に館岡村から史跡指定申請書が文部大臣あてに提出され、同年中には仮指定を受けたとさ

れる。その後、台地上にヤマトシジミの貝層を有する地方著名な遺跡という点が評価され、

昭和１９年６月２６日付で史跡指定を受けた。

史跡指定後も、亀ヶ岡石器時代遺跡の指定地内外において、昭和２５（１９５０）年に慶

應義塾大学、昭和５５～５７（１９８０～８２）年に青森県立郷土館による学術調査、昭和

４８（１９７３）年には遺跡東側の県道バイパス工事に伴う開発対応調査が実施されている。

慶應義塾大学の沢根低湿地の調査では、籃
らん

胎
たい

漆器
し っ き

等の植物性遺物や骨
こっ

角器
か く き

等が出土し物質文

化の解明が進んだ。青森県立郷土館の沢根低湿地調査では学際的な古環境復元調査が実施さ

れるとともに、亀山丘陵上では土坑
ど こ う

墓
ぼ

群が検出され、遺跡の内容解明が進んだ。

田小屋野貝塚においても、平成２・３年に青森県立郷土館による指定地隣接地の学術調査

が実施され、堆積土中に貝層が形成された竪穴建物跡が検出された。この貝層中からは土器・

石器のほか、各種の骨角器やベンケイガイ製の貝輪、動物遺存体等が多数出土し、遺跡の内

容解明が進んだ。
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� 平成に入ってからも、史跡周辺に広がる周知の埋蔵文化財包蔵地内では宅地化や農地化が

進んだこと、さらには遺跡付近に上水道敷設計画が生じたことから、史跡の管理団体である

つがる市では、平成２４年度から亀ヶ岡石器時代遺跡、平成２５年度から田小屋野貝塚の公

有化を進め、その保護措置を講じてきている。あわせて、つがる市教育委員会では、両史跡

の範囲内容確認を目的とした調査を平成２０～２９年度にかけて継続的に実施してきた。� �

亀ヶ岡石器時代遺跡では史跡地内外に及ぶ丘陵上の広範囲で遺構分布が確認され、縄文時

代前期から弥生時代前期にかけての長期間の継続的利用が明らかになるとともに、昭和１９

年の指定地から西側隣接地にかけての丘陵縁辺部に縄文時代晩期の墓域
ぼ い き

が広範囲に広がるこ

とが判明し、亀ヶ岡文化期の葬
そう

墓制
ぼ せ い

を考察するための重要な成果を得た。こうした成果をも

とに、令和２年３月１０日付で史跡の追加指定を受け、低湿地および丘陵地の万全の保護措

置が講じられている。�

田小屋野貝塚でも史跡地内外に及ぶ丘陵上の広範囲で遺構分布が確認され、円筒土器文化

期における集落の構造や変遷が明らかになるとともに、土坑墓から出土した埋葬人骨や貝層

出土の動植物遺存体の分析から、遺跡の東側に広がっていた古十三湖との関係性が明らかに

なった。こうした成果をもとに、平成２９年１０月１３日付で史跡の追加指定を受けている。

令和元年度からは追加指定地を対象とした公有化事業を開始し、さらなる万全の保護措置を

講じるための取り組みを進めている。�

第２節� 指定の状況

（１） 指定告示

指定および追加指定に係る告示の内容は以下の通りである。なお、両史跡の管理団体は昭

和１９年１０月２４日付で館岡村が指定され、町村合併を経てつがる市が引き継いでいる。

【亀ヶ岡石器時代遺跡】�

●文部省告示第千十號

史蹟名勝天然紀念物保存法第一條ニ依リ左ノ通指定ス�

昭和十九年六月二十六日�

文部大臣� 子爵� 岡部�長景�

第一類�

地域�

七五番、七六番、八三番ノ三、八三番ノ四内實

測一段五畝歩、八三番ノ五、八三番ノ六、�

八三番ノ九内實測一段五畝歩�

史蹟�

名稱� 龜ケ岡石器時代遺蹟� �

地名� �

靑森縣西津輕郡館岡村大字館岡字澤根�

同� 大字龜ケ岡字近江野沢� ��自二四番至二六番、二七番ノ一、二七番ノ二、



�� 
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●文部科学省告示第二十三号

追加指定年月日：令和二年三月十日

名称：亀ヶ岡石器時代遺跡

関係告示：昭和十九年文部省告示第千十号

所在地：� � � � � � � � � � � 地域：

青森県つがる市木造亀ケ岡亀山� 二四番一、二四番二、二五番、二六番一、二六番二、

二七番、二七番二、二八番一、二八番二、二八番三、

二八番四、二八番五、二八番六、二八番七、二八番八、

二八番九、二八番一〇、二八番一一、三〇番、五一番、

五二番、五三番一、五三番二、五四番、五五番、五七番

五九番一、五九番二、五九番四、九七番、九八番、九九番

同� 木造館岡沢根� � � � � � � 六七番、六八番、六九番、七〇番、七一番、七二番一、

七二番二、七三番、七四番、七七番、七八番一、七八番二、

七八番三、七八番四、七八番五、七八番八、八一番、

八二番、八三番一、八三番二、八三番五、八三番六、

八三番七、八三番八、八三番一〇、八三番一二、八三番一三、

八三番一四、八三番一五、八三番一六、八三番一七、

八三番一八、八三番一九、八三番二〇、八三番二二、

八三番二三、八三番二四、八三番二五、八三番三七、

八三番三九、八三番四〇、八三番四二、八三番四三、

八三番四四、八三番四八、八三番四九、八三番五〇、

八三番五一、八三番五六、八三番五七、八三番五八

同� 木造館岡屏風山� � � � � � 三七〇番二、三七〇番四、三七一番一、三七三番一、

三七三番二、三七四番一、三七四番二、三七五番、三七六番、

三七八番一、三七八番二、三八五番二のうち実測一二九．

五一平方メートル、三八五番三

右の地域に介在する道路敷、青森県つがる市木造亀ケ岡亀山二四番二と同木造亀ケ岡亀山五

八番一に北接する道路敷に挟まれ同木造亀ケ岡亀山三九番一と同木造亀ケ岡亀山四二番一に

挟まれるまでの道路敷のうち実測二六一六．八七平方メートル、同木造亀ケ岡亀山五三番二

と同木造亀ケ岡亀山五八番一に挟まれ同木造館岡沢根七四番と同木造館岡沢根七五番に南接

する水路敷に挟まれるまでの道路敷、同木造館岡沢根八三番七と同木造館岡沢根八三番四三

に挟まれ同木造館岡沢根八三番一〇と同木造館岡沢根八三番五二に挟まれるまでの道路敷、

同木造館岡沢根六八番に北接し同木造館岡沢根七八番二と同木造館岡沢根八三番一に挟まれ

るまでの水路敷を含む。

追加指定基準：特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準� 史跡一

管理団体の名称・所在地：つがる市� 青森県つがる市木造若緑６１番地１
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●文部科学省告示第百四十三号

追加指定年月日：平成二十九年十月十三日

名称：田小屋野貝塚

関係告示：昭和十九年文部省告示第千十号

所在地：� � � � � � � � � � � � 地域：

青森県つがる市木造館岡田小屋野� 五番二、五番三、五番一五、五番一六、五番一七、

一一番、一五番、二〇番、二一番、二二番、二三番、

二四番、二五番一、二五番三、二七番二、二八番二、

三〇番、三一番、三二番、三三番、三四番、三五番、

三九番一、三九番二、三九番三、三九番四、四二番、

四八番二二、五九番三、五九番二〇、五九番二一、

五九番二二、五九番二三、五九番二五、五九番二六、

五九番三一、五九番三二、六四番二、六四番三、六四番四、

六四番五、六四番六、六四番七、六四番八、六四番九、

六六番二、六六番一四、

青森県つがる市木造館岡田小屋野五番四と同木造館岡田小屋野六六番一六に挟まれ同木造館

岡田小屋野三五番と同木造館岡田小屋野六六番二に挟まれるまでの道路敷、同木造館岡田小

屋野一五番と同木造館岡田小屋野二三番に挟まれ同木造館岡田小屋野六五番一と同木造亀ケ

岡近江野沢五〇番二北接する水路敷に挟まれるまでの道路敷を含む。

追加指定基準：特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準� 史跡一

管理団体の名称・所在地：つがる市� 青森県つがる市木造若緑６１番地１

（２）�指定説明文とその範囲�

� 史跡指定および追加指定に係る指定説明と指定範囲は、以下の通りである。

【亀ヶ岡石器時代遺跡】�

●昭和１９年６月２６日指定� 指定説明

字甕子山及ビ其東南ナル低地ニ在リ、水田下三尺乃至四尺ノ部分ニ砂質粘土層及泥炭層ア

リテ其中ニ特色アル繩紋式土器及ビ石器等ヲ包含セルヲ以テ著名ナリ�

●令和２年３月１０日追加指定� 指定説明

� 亀ヶ岡石器時代遺跡は、青森県の北西部に広がる津軽平野の西に位置する縄文時代晩期を

中心とする遺跡である。亀ヶ岡文化を代表する遺跡として知られる。遺跡は岩木山北麓から

日本海沿いに南北に延びる屏風山砂丘地の東縁部に立地する。亀ヶ岡石器時代遺跡の中心年

代である晩期には、遺跡東側には湖水域が広がっていたと考えられている。

� 本遺跡は江戸時代から存在が知られ、明治十七年（一八八四）に蓑
みの

虫
むし

山人
さんじん

、その後、東京
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����、��������、�����������が��ら�た。���������
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東西に細長く延びる丘陵のほぼ全域、東西三五〇メートル、南北二〇〇メートルの範囲に広

がることが明らかになった。集落の変遷としては、縄文時代前期中葉から末葉にかけては遺

跡の南側において居住がはじまり、前期末葉から中期中葉にかけて北側に移動し、中期中葉

から末葉にかけては西側に移動して終焉を迎える。貝塚は点在するいわゆる地点
ち て ん

貝塚であり、

竪穴建物の廃棄後にその内部に貝塚が形成された事例については、下層からは前期中葉の円
えん

筒
とう

下層
か そ う

b 式土器が、上層からは中期前葉の円筒上層
じょうそう

a 式土器が出土した。主要な遺構として

は、竪穴建物が二二棟、土坑墓三基、埋設
まいせつ

土器二基、フラスコ状土坑八基等がある。埋葬人

骨の遺存状態は良好で、炭素窒素安定同位体比分析の結果、堅果類と海生哺乳類の両方を摂

取する食生活が想定されており、遺跡の東側に広がる古十三湖との関係性が明らかになった。 
出土遺物としては、石器は石鏃・石匙・磨製石斧を中心に石皿や磨石もある。骨角製品と

しては、刺突具・釣針・クジラ骨製箆
へら

のほかに、イルカ牙製垂飾がある。貝製品ではベンケ

イガイ製腕輪がある。

このように、田小屋野貝塚は縄文時代前期から中期にかけて貝塚を有する集落遺跡であり、

その変遷や構造の解明、食生活の復元等、北海道・北東北では重要な遺跡として位置付ける

ことができる。

今回、条件の整った部分を追加指定し、保護の万全を図るものである。

（文化庁文化財部『月刊文化財』平成２９年９月号（648 号）） 
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第３節 史跡の周辺環境

（１） 自然的環境

① 位置・地勢

つがる市は青森県の西北部、津軽平野の中央部から西に位置する。東は岩木川を境に北津

軽郡中泊町と五所川原市に接し、西は日本海に面する。その海岸線は「七里
し ち り

長浜
ながはま

」と呼ばれ、

北は中泊町小泊と五所川原市市浦、南は西津軽郡鰺ヶ沢町まで続き、海岸沿いには「屏風山

砂丘地」と呼ばれる丘陵地帯が続いている。南方には岩木山を望み、市中心部には岩木川や

山田川により形成された広大な津軽平野が拓け、弘前藩の新田開発以来の一大穀倉地帯が形

成されている。

② 地形・地質

史跡亀ヶ岡石器時代遺跡と田小屋野貝塚は、いずれも屏風山砂丘地の東縁部に位置する。

両史跡は、砂丘地帯の台地を津軽平野に向かって東西方向に開析する谷によって隔てられる。

亀ヶ岡石器時代遺跡は標高７～１８ｍの丘陵東端部とその南北の標高３～４ｍの低湿地にか

けて、田小屋野貝塚は標高１０～１５ｍの丘陵東端部に位置する。

『土地分類基本調査 金木』によると、遺跡の載る屏風山砂丘地は、台地の中位面（GtⅡ）

と被覆砂丘（Cd）が大半を占める。史跡周辺は、山
やま

田野
だ の

段丘面と呼ばれる砂礫台地の中位面

写真１ 津軽平野と屏風山砂丘地（南東から）
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（GtⅡ）にあたる。その構成層は、更新
こうしん

世
せい

後期

の大規模な海進により形成された山田野層で

ある。山田野層は、水平層
そう

理
り

の発達した層厚２

５～４０ｍの砂層で、ところにより泥炭混じり

の砂層や礫層を挟む。これらの段丘構成層を１

～２ｍ前後の層厚の火山灰層が覆う。現在これ

らは宅地・畑地等となっている。また、台地周

辺部は低湿地（谷底平野）となり、上沢辺
かみさわべ

溜池

以外の現況は、主に水田として利用されている。

被覆砂丘の多くはクロスナ層、黒色火山灰層が

挟在し、一部はローム質火山灰に覆われた古砂

丘もある。

史跡の載る台地の東側には津軽平野が広が

り、岩木川や山田川流域にかけて三角州や後背

湿地が展開している。山田野段丘形成後の海水

準低下に伴い、古岩木川や古山田川は山田野層

を下方浸食し始め、基盤岩をも浸食して現海水

準下５０ｍに達する深い谷が形成された。氷期

が終わり海水準が上昇し始めると、谷に海水が

図 史跡周辺の地形分類（青森県農林部農地計画課 を一部改変）

図 つがる市周辺の縄文海進 つがる市教育

委員会 を一部改変



�� 
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（２） 歴史的環境

① 市内の埋蔵文化財

令和３年３月現在、つがる市内では か所の遺跡が登録されている。年代的には前期中

葉以後の縄文時代の遺跡と、平安時代の遺跡が大半を占めており、その多くは屏風山砂丘地

と岩木山北麓の台地上に位置している。

旧石器時代 木造丸山に位置する丸山遺跡がある。年代は約 年前の旧石器時代最末

期である。舟底形
ふなぞこがた

石核
せきかく

や削器
さ っ き

・掻器
そ う き

、および黒曜石製の細石刃
さいせきじん

などが出土しており、県内で

も数少ない細石刃文化期の遺跡である。 

図 つがる市内の主要遺跡位置図（図 ～ は国土地理院 ｍメッシュ および国土交通省

国土政策局の国土数値情報を用い、 を援用して作成。遺跡分布は青森県教育委員会 より。）
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また、屏風山砂丘地西縁部の「七里長浜」の海食崖に露出して、南北総延長１ あまりに

及ぶ「出来島
で き し ま

埋没林」が展開している。この埋没林は、最終氷期の約 年前に生育した

カラマツ属―トウヒ属の針葉樹林と考えられている。埋没林を包含する泥炭層（館岡層）の

上位１０～１５㎝のところには、約 ～ 年前に鹿児島湾の形成に起因する噴火で

噴出した火山灰（姶良
あ い ら

丹沢
たんざわ

テフラ）が薄く堆積している。後期旧石器時代の植生・環境等を

知る上で貴重な資料である。 

縄文時代草創期～早期 岩木山北麓の森田町大館八重菊に所在する八重菊（１）遺跡より、

草創期の爪形文系土器と考えられる破片が１点出土している。 
早期では、八重菊（１）遺跡や森田町床舞の鶴喰

つるばみ

（６）・（９）遺跡、木造越水の神山（３）

遺跡から貝殻文系土器等が出土するが、同時期の遺構は未発見である。

縄文時代前期～中期 前期中葉以前では、

車力
しゃりき

町花林の花林遺跡から刺突文土器、森

田町床
とこ

舞
まい

の石神遺跡から深
ふ

郷田
こ う だ

式とされる

土器が出土している。しかし、早期に引き

続き市内で当該期の遺跡は少ない。 
前期中葉に始まる円筒土器文化期以後に

なると、急激に人々の活動の痕跡が明確に

なる。円筒土器文化期の遺跡については、

亀ヶ岡石器時代遺跡北側の低地を挟んで田

小屋野貝塚が所在する。また市内には、

点の出土品が国の重要文化財に指定され、

円筒土器研究の基本となっている石神遺跡

や、牛潟
うしがた

町鷲
わし

野沢
の さ わ

の牛潟（１）・（２）遺跡

などがある。 

縄文時代後期 田小屋野貝塚の北側に位

置する筒木坂
どうぎざか

屏風山
びょうぶざん

遺跡では、中期末葉～

後期前葉の集落跡が確認された。竪穴建物

跡のほか、フラスコ状土坑、埋設土器、配石遺構などが検出され、土器は後期初頭のものが

主体である。

森田町山田の山田遺跡、森田町床舞の石神遺跡、藤山（１）遺跡、鶴喰（６）遺跡、牛潟

町鷲野沢の牛潟（１）遺跡、車力町屏風山の乗鞍遺跡、富萢
とみやち

町清水の清水遺跡なども、出土

土器から十
と

腰内
こしない

式期に属する遺跡と判断される。鶴喰（６）遺跡では、円形に組まれた配石

遺構を囲むかたちで複数の性格不明の土坑が検出されている。土坑は円筒形ないしはフラス

図 つがる市周辺の縄文時代前期の遺跡
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コ状で、十腰内Ⅰ式土器が出土している。底面中央にはピットが掘り込まれ、石器の埋設も

確認された。

縄文時代晩期 亀ヶ岡石器時代遺跡の

みならず周辺地域においても確認されて

いる。かつて「床舞遺跡」の名称であっ

た森田町床舞の石神遺跡や藤山（１）遺

跡は、前述の通り円筒土器文化期の遺跡

として著名であるが、既に明治時代には

晩期の土器や土偶が豊富に出土すること

で知られていた。各機関による発掘調査

も行われており、弘前大学の調査では晩

期前半の、早稲田大学の調査では晩期後

半の土器が出土している。牛潟町鷲野沢

の牛潟（１）・（２）遺跡でも、つがる市

教育委員会の調査で晩期の竪穴建物跡や

土坑、および東斜面上に構築された盛土

を検出している。

弥生時代 亀ヶ岡石器時代遺跡の周辺では、城西
しろにし

遺跡、館岡屏風山（２）遺跡、鳥
とり

谷沢
や ざ わ

遺

跡などから弥生時代（続縄文
ぞくじょうもん

）の土器が表採されている。 
また、日本海に面する木造越水の神田

か み た

遺跡より、弥生時代後期に並行する続縄文文化の後
こう

北
ほく

C1 式土器が出土している。県内で後北 C1 式が出土する例は珍しく、この時代における当地

と北海道との交流が窺える。さらに、市域南部では神田遺跡東方の越水屏風山遺跡、神山（２）

遺跡、および岩木山北麓の八重菊（１）遺跡などから、市域北部では牛潟（１）・（２）遺跡、

清水遺跡から弥生土器や続縄文土器が出土している。 

古墳時代 森田町大館の八重菊（１）遺跡より、この時代に相当する続縄文文化の後北 C2・
D 式土器が出土した。 

奈良時代 市内では現在のところ、奈良時代の遺跡は未発見である。津軽地域全体でも、

この時代の遺跡は南部や鰺ヶ沢町などに集中しており、北部では五所川原市（旧・市浦村）

の中島遺跡、五月女萢
そ と め や ち

遺跡などがある。 

平安時代 最も古い平安期の遺跡は、つがる市最北部の十三湖西南岸に位置する富萢町清

水の清水遺跡で、９世紀代の集落跡が発見されている。多くの遺跡が発見されるのは、１０

図 つがる市周辺の縄文時代晩期の遺跡
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世紀前半とされる白頭山
はくとうさん

苫小牧
とまこまい

火山灰降灰以前の９世紀末～１０世紀前葉頃で、特に台地上

に濃密に分布する。岩木山北麓の森田地区には製鉄に関連する遺跡が多く、森田町大館の八

重菊（１）遺跡、森田町床舞の豊原（１）遺跡では、砂鉄を始発原料とする製錬
せいれん

炉
ろ

跡
あと

が発見

されている。屏風山砂丘地には、集落に伴う壕
ほり

が発見された豊富町の豊富遺跡や、集落に伴

う柵列
さくれつ

跡
あと

や畠跡が確認された牛潟町の牛潟（２）遺跡、近年の発掘調査で焼失住居を含む竪

穴建物跡が多数確認され、集落の様相が具体的に明らかになった木造丸山の竹鼻（３）遺跡

などがある。 
１０世紀中葉以降、特に１０世紀後半になると、津軽平野の微高地をなす自然堤防上にも

遺跡が出現する。斎
い

串
ぐし

や墨書
ぼくしょ

土器などが出土し、朝廷勢力との接触・交流が想定される木造

蓮川の石上
いしがみ

神社遺跡のほか、森田町上相野の上相野遺跡、稲垣町の久米川遺跡、松枝遺跡、懸河
かけがわ

遺跡などがある。炭化米が発見されていることから、低地における水田稲作と関連付ける見

解もある。また、柏地区でも桑野
く わ の

木田
き た

八幡
や は た

遺跡が新しく見つかり、この段階には津軽平野の

自然堤防全域に遺跡が形成されていた様相が明らかとなった。 
 

中世（鎌倉～室町時代） つがる市域は、室町時代末期頃になって鼻和
は な わ

郡
ぐん

の一部となった。

この時期の遺跡には、五所川原市（旧・市浦村）に所在する中世の港湾都市である史跡十三
と さ

湊
みなと

遺跡に関わる宗教施設と考えられる、富萢町屏風山の明神
みょうじん

沼
ぬま

遺跡（浜
はま

の明神
みょうじん

遺跡）がある。 
このほか、森田町大館の狄ヶ

え ぞ が

館
たて

遺跡、森田町床舞の床舞館遺跡、森田町中田の漆館遺跡、

車力町若林の柾子館
まさこだて

跡などが中世の館跡とされ、狄ヶ館遺跡は古代の「防御性集落」とする

見解もある。 
なお、江戸時代初期に弘前の西茂森に移転して長勝寺構

ちょうしょうじがまえ

の一部となり、現在は史跡津軽

氏城跡の一部を構成する寺院である勝
しょう

岳院
がくいん

が、森田町床舞の石神遺跡内に所在したとされて

いるが、遺構が発見されず正確なことは不明である。 
 

近世（江戸時代） つがる市域は、慶長２（１５９７）年に津軽氏の領地である田舎
い な か

郡
ぐん

の

一部となって以後、江戸時代を通じて津軽
つ が る

為
ため

信
のぶ

を藩祖とする津軽氏の所領であった。津軽領

となってからは新田開発が進み、現在市内にある集落の多くはこの過程で成立している。 
木造館岡城西にある亀ヶ岡城跡は、２代藩主津軽信枚

のぶひら

の時代の元和８（１６２２）年に木

造新田開発の拠点として築城が開始されたが、幕府の一国一城令によって翌年には工事が中

止された。幕府の命令に地方大名が従ったことを示す貴重な遺跡であると同時に、亀ヶ岡遺

跡発見の端緒とされてきた歴史的意味を持つ。 
また、砂防林として日本海に並行して植林された屏風山の松林、旧街道沿いや木造曙に所

在した弘前藩木造代官所跡地周辺に所在する松並木、かんがい用溜池とそれに付随する堰（水

路）跡なども、新田開発に伴う遺構・遺跡である。なお、江戸時代後半に頻発した「ケガチ」

と呼ばれた飢饉では、つがる市内でも相当な被害があったことを菅
すが

江
え

真澄
ま す み

の旅行記などで知

ることができる。 
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② 指定・登録文化財

つがる市内には、縄文時代、平安時代、近世、近現代にわたる各種の指定・登録文化財が

あり、国指定３件、国登録１件、県指定３件、市指定１４件の計２１件である。種別では史

跡、考古資料、歴史資料、書跡、建造物、天然記念物が該当する。 

国指定重要文化財には、土器・土偶・石器等 点からなる石神遺跡出土品があり、つが

る市森田歴史民俗資料館に展示・保管されている。県指定文化財には、亀ヶ岡遺跡出土の盤

形籃胎漆器や日本最古のりんごの樹があり、盤形籃胎漆器はつがる市木造亀ヶ岡考古資料室

に展示されている。市指定文化財では、平安時代の集落遺跡である久米川遺跡と松枝遺跡、

明治期の木造住宅である増田家住宅母屋と旧尾野家住宅、昭和初期の学校建築物である旧制

木造中学校講堂、新田開発の歴史を今に伝える千代の松や公孫樹
い ち ょ う

といった各種の文化財が市

内に点在している。 
このほか未指定であるが、獅子踊りや登山囃子等の民俗芸能も地域に受け継がれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表１ つがる市の指定文化財

国指定

区分 種別 指定年月日 備考

重要文化財 考古資料 青森県石神遺跡出土品　 219箇 平成2.6.29

記念物 史跡 亀ヶ岡石器時代遺跡
昭和19.6.26（令和
2.3.10追加指定）

史跡 田小屋野貝塚
昭和19.6.26（平成
29.10.13追加指定）

国登録

区分 種別 登録年月日 備考

有形文化財 建造物 旧高谷銀行本店（盛農薬商会倉庫） １棟 平成15.7.1

県指定

区分 種別 指定年月日 備考

県重宝 考古資料 盤形籃胎漆器 １箇 昭和31.5.14 亀ヶ岡遺跡出土

考古資料 石神遺跡出土縄文式遺物 20点 昭和48.12.3

記念物 天然記念物 りんごの樹 ３本 昭和35.11.11 紅絞2本、祝1本

市指定

区分 種別 指定年月日 備考

有形文化財 建造物 旧制木造中学校講堂 １棟 平成4.5.8 昭和4年建築

建造物 旧尾野家住宅 １棟 平成6.4.28 明治25年建築

建造物 増田家住宅母屋 １棟 平成8.6.17 明治中期建設

歴史資料 黒印状 1点 平成15.2.19

書跡 書跡掛軸 1幅 昭和60.4.4

書跡 扁額 1幅 昭和62.3.5

記念物 史跡 久米川遺跡 昭和54.4.1 平安時代後期

史跡 松枝遺跡 昭和54.8.1 平安時代後期

天然記念物 藤の木 ３本 昭和53.12.18

天然記念物 ヤチダモ １本 昭和56.9.30

天然記念物 千代の松 １本 昭和60.4.4

天然記念物 公孫樹 １本 昭和60.4.4

天然記念物 欅 １本 平成5.3.10

天然記念物 銀杏 １本 平成6.12.16

名称及び員数

名称及び員数

名称及び員数

名称及び員数
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【参考】石神遺跡遠景（西から）�

※石神遺跡は未指定

石神遺跡出土品を展示する森田歴史民俗資料館�

旧高谷銀行本店�

りんごの樹（紅絞２本、祝１本）�

盤形籃胎漆器� 旧制木造中学校講堂�

写真３� つがる市の指定文化財�
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縄文住居展示資

料館（カルコ）

木造亀ヶ岡考古

資料室

森田歴史民俗資

料館

方面から県道菰槌木造線および県道鰺ヶ沢蟹田線を利用して北上するルートがある。 

④ 観光

 つがる市には、史跡亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野貝塚および関連資料館（縄文住居展示

資料館（カルコ）、木造亀ヶ岡考古資料室、森田歴史民俗資料館）のほかにも、ベンセ湿原や

出来島埋没林を含む津軽国定公園に代表されるような豊かな自然景観、訪日外国人観光客に

人気の高い高山稲荷神社、つがる地球村に代表されるレクリエーション施設、つがる市ネブ

タまつりや馬市まつりといった様々な観光資源を有している。

『第２次つがる市総合計画』では、美しい自然や田園風景、伝統文化や歴史遺産等を活用

し、貴重な観光資源の整備・保存と受入れ体制の整備・充実を図りながら、つがる市の魅力

を十分感じることができる着地型観光の推進を主要施策に掲げている。 

 つがる市の観光客入込数は近年増加傾向にあり、平成２６年に８２万人程度であったのが、

平成３０年には 110 万人を超えており、西北地域の中でも高い増加率を示している。主要な

観光施設ごとの来客者の推移をみると、道の駅もりたアーストップと高山稲荷神社が高い伸

び率を示している。 

観光客入込数のこうした増加には、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界文化遺産登録に

向けた動きも影響している。縄文住居展示資料館（カルコ）および木造亀ヶ岡考古資料室の

入館者数も近年顕著な増加傾向にあり、統計値はないものの、史跡現地への来訪者数も増加

していると考えられる。 

図 18 市内資料館の入館者数の推移 

（人） （人） 
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年代 調査主体 調査原因 調査方法 地点 面積 時期 出土遺物・検出遺構・自然科学分析 文献

1
1884
明�17

��山�
（土���）

遺物�� 発掘調査 不明
�����土館
2008

2
1887
明�20

��山�
（土���）

遺物�� 発掘調査 ���沢地区 不明 縄文晩期
土器、石�、�玉、土偶、�玉、����
ト製石器、�玉・�玉の�����

��1887

3
1889
明�22

���� 学術 発掘調査 亀山地区（�����） 不明 縄文晩期
土器、土偶、石器、��／����の�
学分析

��1889

亀山丘陵上

沢根地区

5
1896
明�29

���� 学術 発掘調査
�1�����210�の
亀山丘陵下

�500㎡
の区�中
を発掘

縄文晩期中葉
土器、土偶、土版、�物�土製品、��
器、�、石器、��、玉、���

��1896�・�

6
1917
��6

���� 学術 �査 ���の�で���� ���面�����、�、���の��
���������
�����ー����
��������

地�調査

発掘調査

10
1949
��24

����学�
遺物�
�？

発掘調
査？

不明 不明 縄文晩期 土器ほか

沢根地区（Aトレンチ）
（木造館岡沢根76）

30㎡
縄文晩期前葉～
中葉。主体は晩期
中葉

土器、石器、木器、���／花粉分析

沢根地区（�トレンチ）
（木造館岡沢根75）

24㎡
縄文晩期中葉～
後葉。主体は晩期
中葉

土器、石器、��器、木器、土偶、円板状
土製品、��、���器、���、自然
遺物／花粉分析、��・��分析

���沢地区（C地点）
（木造館岡沢根83-
11？）

4㎡
縄文後期中葉～晩
期後葉。主体は後期
中葉・晩期中葉

土器、石器／花粉分析

���沢地区（�地点）
（木造亀�岡���沢
25-1？）

9㎡
縄文晩期前葉～
中葉。主体は晩期
中葉

土器、石器

13
1976～79
��51～54

市原�文ほか 学術
ボーリング
調査

���沢、沢根、��
��の���か���
600�、東�3�2��の�
囲で45地点ボーリング

���、�地���、14C年代測定、花粉
分析��������

市原ほか1980

14
1981～82
��56～57

市原�文ほか 学術
ボーリング
調査

沢根地区で4地点、��
�沢地区で1地点ボーリ
ング　（木造館岡沢根76
ほか）

縄文晩期中葉
土器、石器、玉、���／花粉分析、土�
分析、��石分析、�物遺体�定、�物
�分析

市原ほか1984

沢根地区（A区）
（木造館岡沢根75）

4㎡ 縄文晩期中葉 土器、石器、玉、土偶、土版

沢根地区（�区）の上�
部　（木造館岡沢根74）

8㎡

土器、石器、玉、土偶、土版、���、��
／�山�分析、土�分析、花粉分析、�
�石分析、��石���年代・�地分
析、�物遺体�定、��分析、�物�分
析

沢根地区（�区）の下�
部（木造館岡沢根74）

8㎡
土器、石器、���縄、���器、��
�、玉、�����ト、�物�分析

沢根地区（C区）
（木造館岡沢根75）

8㎡
縄文晩期前葉～
中葉。主体は晩期
中葉

土器、石器、玉

���沢地区
（木造亀�岡���沢
28）

8㎡（�土
の�）

縄文晩期中葉～
後葉

土器、石器、玉、���器�花粉分析

沢根地区（�区）
（木造館岡沢根75）

20㎡
縄文晩期前葉～
中葉。主体は晩期
中葉

土器・石器・円板状土製品・石製品・玉／
溝状遺構（現代）

���地区
（木造館岡沢根83-29）

54㎡
縄文後期前葉～
晩期後葉。主体は
晩期前葉～中葉

土器、土偶、石器、玉、��石、����
�ト�、���、���器、�器／土�
�・��ト（晩期）／リン������分
析、��石���年代・�地分析、土�
�土�中の���器の�分析、�物�
分析

縄文晩期後葉
土器、石器、��、玉、���／��？、
�掘���

��1896�

7
1923
��12

中����� 学術 発掘調査

���の��部（木造
館岡沢根76��の�
�、��Aトレンチの�
方）

不明

4
1895
明�28

���� 学術 発掘調査 不明

縄文晩期 土器、石器、木製品？、��� 中�1929

8
1934
��9

����� 学術
沢根、���沢、
���地区

不明
縄文晩期前葉～
末葉。主体は晩期
後葉

土器、石器、��器、��、��、���
／��（��）？、��？

���1934・
��ほか2006

9
1940
��15

��� 学術 発掘調査 ���の�方 不明 縄文晩期 土偶�部、土器、石�、玉
���学文学部�
�学���1990

11
1950
��25

���学�
（����）

学術 発掘調査 ���学�1959

472㎡

縄文前期末葉～
��中期、��時
代。主体は縄文晩
期

土器、石器、土偶、土版、土製品、玉、�
��玉、��器、���、�����物遺
体、�����ト、木製品／��ト（��時
代）／石��定、花粉分析

��������
1974

沢根、亀山丘陵の東側
低地部（木造館岡沢根
41-2ほか）

15
1980
��55

�����土館
（�1�）

学術 発掘調査

12
1973
��48

�������� �� 発掘調査

�����土館
1984

17
1982
��57

�����土館
（�3�）

学術 発掘調査
�����土館
1984

縄文晩期中葉～
後葉。主体は晩期
後葉

16
1981
��56

�����土館
（�2�）

学術 発掘調査

�����土館
1984
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年代 調査主体 調査原因 調査方法 地点 面積 時期 出土遺物・検出遺構・自然科学分析 文献

沢根地区、亀山丘陵の
西側（A～Fトレンチ）
（木造館岡沢根83-12・
83-13、沢根83-17、木
造亀ケ岡亀山30）

100㎡ 縄文中期～晩期 土器、石器／フラスコ状土坑（後期）

沢根地区、亀山丘陵の
西側（木造館岡沢根83-
14・83-20）

20㎡ 縄文晩期中葉
土器／土坑墓（晩期中葉）、ピット（時期
不明）、屋内炉?（近現代）

19
2009
平成21

つがる市教育委員会
史跡周辺
部の試掘
調査

発掘調査
沢根地区、亀山丘陵の
西北端部（木造館岡沢
根83-49）

100㎡
縄文中期後葉～
晩期中葉。主体は
後期初頭

土器、石器／竪穴建物跡（晩期）、土坑・
ピット（中～後期）、フラスコ状土坑（中
期）、埋設土器（後期）、焼土遺構（中～
後期）

つがる市教育委員
会2010

20
2010
平成22

つがる市教育委員会
下水道整
備に伴う
試掘調査

発掘調査

亀山丘陵を東西に横断
する市道亀ヶ岡館岡線
に試掘トレンチを15か所
（木造館岡沢根83-37ほ
か）

60㎡
縄文晩期～弥生
中期

土器、石器／土坑（縄文晩期・平安）、
ピット（縄文）

つがる市教育委員
会2012c

21
2011
平成23

弘前大学北日本考古
学研究センター

学術
ボーリング
調査

低湿地でのボーリング
調査19地点

縄文晩期
土器/14C年代測定、植物珪酸体分析、花
粉分析、種実類同定、木材樹種同定

上條編2014

現状変更
確認

発掘調査
亀山地区西部の宅地
（木造館岡沢根83-52）

9㎡ 縄文晩期前葉 土器、石器

亀山地区東部の公有地
（木造亀ケ岡亀山49-1・
49-2

157㎡
縄文晩期～弥生前
期。主体は晩期末葉
～弥生前期

土器、石器、土偶、土版、玉／土坑（晩
期）、溝跡（縄文晩期末葉～弥生前期）

亀ヶ岡地区西部の公有
地（木造館岡沢根83-
32）

22㎡
縄文晩期前葉～
中葉

土器、石器、円板状土製品／竪穴状遺
構・土坑墓（晩期前葉～中葉）

亀山地区南部の公有地
化（木造館岡沢根83-
35）

32㎡
縄文晩期（ごく少
量）

土器

亀ヶ岡地区から続く史跡
西側隣接地（木造館岡
沢根83-17上）

35㎡
縄文後期初頭～
前葉

土器・石器／土坑（後期）・フラスコ状土
坑（後期)、ピット（後期）、溝跡（後期）

亀ヶ岡地区から続く史跡
西側隣接地（木造館岡
沢根83-56）

17㎡ 石器

亀ヶ岡地区から続く史跡
南側隣接地（木造亀ヶ
岡亀山57、館岡沢根
83-2）

15㎡ 縄文後期 土器・石器

沢根地区低湿地の南隣
地　（木造館岡沢根82）

17㎡ 陶磁器

亀ヶ岡遺跡隣接地 130㎡ 遺構・遺物なし

亀ヶ岡地区から続く史跡
西側隣接地（木造館岡
沢根83-12）

55㎡ 縄文後期 土器・石器／土坑・ピット（後期）

亀ヶ岡地区から続く台地
西端部　（木造館岡沢根
83-5）

142㎡
縄文後期初頭～
前葉

土器・石器／土坑・ピット（後期）

亀ヶ岡地区から続く台地
西端部　（木造館岡屏風
山373-1）

13㎡ 遺構・遺物なし

亀ヶ岡地区から続く台地
西端部　（木造館岡屏風
山369-1）

14㎡ 縄文後期？ 土器

沢根地区低湿地の西隣
地　（木造亀ヶ岡亀山
24-1・26-1）

29㎡ 縄文後期初頭 土器・石器

亀ヶ岡地区から続く史跡
西側隣接地（木造館岡
沢根83-8）

188㎡
縄文前期末葉～中
期初、中期中葉、晩
期前葉～中葉

土器・石器/竪穴建物跡（中期中葉）、フラ
スコ状土坑・土坑（前期末葉～中期初
頭）、土坑墓、焼土遺構（晩期前葉～中

葉）/14C年代測定

亀ヶ岡地区から続く史跡
西側隣接地（木造館岡
沢根83-50）

4㎡ 石器

亀ヶ岡地区から続く史跡
西側隣接地（木造館岡
沢根83-51）

23㎡ 縄文晩期中葉 土器（晩期中葉）

亀ヶ岡地区から続く史跡
西側隣接地（木造館岡
沢根83-14・83-20）

58㎡ 縄文？ ピット

亀山地区北部の公有地
（木造館岡亀山36-1）

106㎡
縄文晩期前葉～
中葉

土器・石器・玉/土坑墓・土坑・ピット・埋
設土器・焼土遺構（晩期前葉～中葉）

/14C年代測定、赤色顔料成分分析

亀山地区西部の公有地
（木造館岡沢根83-9）

120㎡
縄文前期末～中
期初・晩期

土器・石器/フラスコ状土坑（前期～中

期）、土坑墓、焼土遺構（晩期）/14C年代
測定、赤色顔料成分分析

範囲内容
確認

沢根地区、亀山丘陵の
西北端部（木造館岡沢
根83-49）

69㎡
縄文中期後葉～
後期初頭。主体は
後期初頭

土器／土坑（中期後葉～後期初頭）

つがる市教育委員
会2019

つがる市教育委員
会2019

2013
平成25

つがる市教育委員会

つがる市教育委員会
史跡周辺
部の試掘
調査

発掘調査

25
2016
平成28

2015
平成27

2008
平成20

つがる市教育委員
会2019

つがる市教育委員
会2019

つがる市教育委員
会2019

つがる市教育委員
会2010

つがる市教育委員会
2014
平成26

23

18

24

26
2017
平成29

つがる市教育委員会 発掘調査

史跡内容
確認

範囲内容
確認

史跡内容
確認

発掘調査

発掘調査

範囲内容
確認

発掘調査

22

つがる市教育委員会

つがる市教育委員会

発掘調査
範囲内容
確認



34 

図 明治 年の佐藤傳蔵発掘調査出土遺物（佐藤 ）

地点の土層や遺物出土層位について詳細な記録を残してお

り、あわせて低湿地から遺物が多数出土する特殊な状況やそ

の成因について複数の仮説を立てて検証した。佐藤は、台地

上の居住地を津波が襲い、地盤の一部とともに遺物が低地に

押し流されたとする説を提示したが、これは遺跡形成論の先

駆けと評価できる。その後も、大正・昭和期に東京帝国大学

の中谷治宇二郎、旧制弘前高等学校の小岩井兼輝、立正大学

の吉田格により沢根低湿地の調査が重ねて実施され、低湿地

遺跡としての評価が確立されていく。なお、明治２０（１８

８７）年には、現在重要文化財に指定されている大型遮光器

土偶（東京国立博物館所蔵）が沢根低湿地から出土している。 
戦後になり、昭和２５（１９５０）年には慶應義塾大学に

より発掘調査が沢根・近江野沢低湿地で実施され、土器・土製品・石器・石製品とともに骨

角器や木器・籃胎漆器が出土したことで、縄文時代晩期の物質文化の全体像解明が進んだ。

さらに慶應義塾大学の調査以降、青森県教育委員会、文部省科学研究費特定研究「古文化財」

研究班、青森県立郷土館、弘前大学により低湿地とその周辺域を対象とした古環境調査が継

続的に実施され、長期間に及ぶ遺跡周辺の環境変遷が明らかにされた。 

写真７ 亀ヶ岡遺跡から出土

した遮光器土偶（重要文化財

所蔵 東京国立博物館 提供

）

写真８ 沢根地区の調査風景 写真９ 沢根地区から出土した土器

（写真８・９提供 青森県立郷土館）



35 

写真 亀ヶ岡遺跡から

出土した籃胎漆器

明治期以降、南北低湿地の発掘調査が繰り返し実施され、

漆塗り土器や遮光器土偶など亀ヶ岡遺跡を代表する遺物のほ

とんどがこの地点から出土したことから、同遺跡は東北地方

縄文時代晩期の亀ヶ岡文化を代表する遺跡として位置づけら

れ、その出土資料は土器編年研究や地域性に関する研究にお

いて基準資料としての役割を果たしてきた。 
低湿地における出土遺物の内容解明や遺物包含層の形成要

因に関する議論が進んだ一方、南北低湿地に挟まれた亀山丘

陵における遺物包含層や遺構の内容については長らく不明な

ままであったが、昭和５７（１９８２）年の青森県立郷土館による丘陵南縁部の発掘調査の

結果、縄文時代晩期の土坑墓群が多数検出され、土坑墓の構造や副葬品の内容が明らかにさ

れた。 
その後、昭和１９年史跡指定地の西側隣接地において宅地化や農地化が進行し、さらに史

跡地内を通過する市道部分への水道管敷設計画等が生じたことから、つがる市教育委員会で

は各種開発に適切に対応するための情報収集を目的として、平成２０～２２・２６～２９年

度に周知の埋蔵文化財包蔵地内外で範囲内容確認調査を実施した。調査の結果、縄文時代前

期末葉～中期初頭のフラスコ状土坑群、中期中葉の竪穴建物跡、後期初頭～前葉のフラスコ

状土坑と土坑・ピット群、晩期前葉～中葉の竪穴建物跡や土坑墓群とともに中期中葉・後期

初頭～前葉の遺物包含層の広がりが確認された。特に、丘陵の北西端部で晩期の竪穴建物跡

が１軒検出されたことにより、同時期の居住域は依然

不明瞭ながら、その可能性を窺うことができた。 
昭和１９年史跡指定地内でも平成２５年度に井戸掘

削に伴う現状変更判断のための試掘調査が実施された

ほか、平成２５・２９年度には昭和１９年史跡指定地

南側と北側の未調査地区において、内容確認調査が実

施された。この調査の結果、前期～中期のフラスコ状

土坑群と竪穴建物跡、晩期の竪穴状遺構、土坑墓群、

埋設土器、遺物包含層が確認されている。 

③ 縄文時代前期から弥生時代前期にかけての集落変遷

これまでの調査を総合した結果、亀ヶ岡石器時代遺跡は縄文時代晩期を主要な年代としな

がらも、縄文時代前期～弥生時代前期にかけての長期間に及ぶ複合遺跡であることが判明し

た。 
前期末葉～中期初頭にかけては多数のフラスコ状土坑群、中期中葉頃には竪穴建物跡が丘

陵北部で検出された。 
後期初頭～前葉にはフラスコ状土坑と土坑・ピット群が丘陵西側の広範囲で検出され、そ

写真 縄文時代晩期の竪穴建物跡



�� 

�



37 

⑤ 縄文時代晩期の遺物の特徴

「② 調査研究の歴史」でも触れたように、亀ヶ岡石器時代遺跡は土器・土偶の出土地とし
て江戸時代より著名であり、これまでに漆塗り土器、遮光器土偶、石器、玉類等の石製品、

骨角器、籃胎漆器、木製品といった縄文時代晩期の各種遺物が出土している。重要文化財に

指定されている遮光器土偶など亀ヶ岡石器時代遺跡を代表する遺物のほとんどは、沢根・近

江野沢の南北低湿地から出土しているが、こうした遺物は保存状態も良く、亀ヶ岡文化の基

準資料として重要な位置を占めている。

遺跡内で製作された玉類の原材料となる緑色凝灰岩の小原石や、出来島産黒曜石の原石・

剥片類が多量に出土することから、生活資源の日常的な入手範囲が、遺跡から４㎞ほど離れ

た津軽半島西海岸付近まで広がっていたと考えられる。また、遺跡内からは北海道系と考え

られる晩期前葉頃の刺突文土器や爪形文土器、晩期中葉頃の聖山式土器が出土することから、

日常的な生活圏を越えた北海道南部地域との交流も窺われる。

⑥ 縄文時代晩期の生業

動物遺存体の分析から、シカ・イノシシなどの陸獣、アホウドリ・ガン類などの大型水鳥

類が主な狩猟対象であり、遺跡付近の淡水～汽水域での動物資源の入手は低調であったこと

が判明した。その一方で、アシカ類・オットセイといった海獣骨や開窩式離頭
かいかしきりとう

銛
もり

、逆刺のつ

いた銛が出土していることから、津軽半島西海岸での海獣狩猟も推定される。  

⑦ 縄文時代晩期の植生

低湿地における花粉分析の結果、縄文時代晩期に入ると台地斜面下部を中心にトチノキが

増加し、クリと混生していたことが判明した。このことから、晩期に植生の改変や有用植物

の管理が進んだ可能性が考えられる。亀ヶ岡石器時代遺跡では、晩期中葉から後葉にかけて

漆塗り土器や籃胎漆器が盛んに製作されるようになるが、漆漉し布等の出土から、土器や籃

胎漆器に塗布された漆についても、遺跡周辺で採取された可能性が考えられる。

⑧ 縄文時代晩期の亀ヶ岡石器時代遺跡の評価

亀ヶ岡石器時代遺跡は津軽地域に数少ない、縄文時代前期から弥生時代前期にかけての長

期間に及ぶ拠点的な遺跡と位置づけることができる。さらには、北海道南部から北東北にお

ける他遺跡との比較から、土坑墓の形状や構造、長軸方向、副葬品の内容、墓域と居住域あ

るいは捨て場との位置関係、埋設土器との量的関係といった多くの点で、亀ヶ岡文化圏にお

ける墓域を主体とした遺跡の特徴をよく示した遺跡であると考えられる。これまでに検出さ

れた計 110 基という土坑墓数からも、亀ヶ岡石器時代遺跡は縄文時代晩期の亀ヶ岡文化圏に

おける共同墓地的性格を有する遺跡の代表例であり、当時の葬墓制や社会のあり方を考察す

る上で欠かすことのできない貴重な遺跡である。
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年代 調査主体 調査原因 調査方法 地点 面積 時期 出土遺物・検出遺構・自然科学分析 文献

1896
明治29

佐藤傳蔵 学術 発掘調査 不明 不明 縄文前期～中期
黒色土からではなくローム層中より円筒土
器が多量に出土

佐藤1896d

1925
大正14

山内清男 学術 踏査 不明 ー 縄文前期～中期 円筒土器採集 山内1929

1928
昭和3

中谷治宇二郎 学術 発掘調査 木造館岡田小屋野23付近 不明 縄文前期～中期 円筒土器出土 中谷1929

1990
平成2

青森県立郷土館（第1次） 学術 発掘調査 木造館岡田小屋野15 20㎡ 縄文前期中葉 青森県立郷土館1995

1991
平成3

青森県立郷土館（第2次） 学術 発掘調査 木造館岡田小屋野15 20㎡ 縄文前期中葉 青森県立郷土館1995

2008
平成20

つがる市教育委員会 範囲内容確認 開発対応試掘 木造館岡田小屋野59-32 100㎡
縄文前期～中期・
後～晩期

円筒土器・石器/竪穴建物跡・フラスコ状土
坑・土坑・ピット・埋設土器・盛土遺構（縄文
中期）

つがる市教育委員会2010

2009
平成21

つがる市教育委員会 範囲内容確認 開発対応試掘
木造館岡田小屋野25-1・

48-22
130㎡

縄文前期～中期・
後～晩期、平安

円筒土器・石器・土師器/竪穴建物跡・土
坑・ピット（縄文前期）、竪穴建物跡・土坑・
ピット（縄文中期）、溝跡（平安）

つがる市教育委員会2010

2011
平成23

つがる市教育委員会 範囲内容確認 開発対応試掘 木造館岡田小屋野5-7ほか 110㎡
縄文前期～中期、
平安

円筒土器・石器・土師器・須恵器/竪穴建物
跡・土坑・ピット（縄文前～中期）、竪穴建物
跡・土坑・ピット（平安）

つがる市教育委員会2012c

2012
平成24

つがる市教育委員会 内容確認 発掘調査
木造館岡田小屋野5-13・5-1

ほか
250㎡

縄文前期～中期、
平安

円筒土器・石器・人骨・動植物遺存体/竪穴
建物跡・土坑墓・埋設土器・貝層（縄文前
期）、盛土遺構（縄文前期～中期）、溝跡
（平安）/出土人骨の形質人類学的分析、
14C年代測定、動物遺存体・炭化材種実同
定、炭素窒素同位体分析（人骨）

つがる市教育委員会2016

2013
平成25

つがる市教育委員会 内容確認 発掘調査 木造館岡田小屋野5-10ほか 266㎡
縄文前期～中期、
平安

円筒土器・石器/フラスコ状土坑・土坑・ピッ
ト（縄文前期）、土坑・ピット（縄文中期）、竪
穴建物跡・土坑（平安）

つがる市教育委員会2016

2014
平成26

つがる市教育委員会 内容確認 発掘調査 木造館岡田小屋野3ほか 155㎡ 縄文前期、平安
円筒土器・石器・土師器/竪穴建物跡、土
坑・ピット（縄文前期）、溝跡（平安）

つがる市教育委員会2016

2015
平成27

つがる市教育委員会 範囲内容確認 開発対応試掘 木造館岡田小屋野35 12㎡ 縄文前期、平安 土坑・ピット（縄文前期）、溝跡（平安） つがる市教育委員会2016

ヤマトシジミの貝層を伴う縄文前期中頃の
竪穴建物跡1軒、円筒土器、石器、骨角
器、ベンケイガイ製の貝輪、鳥骨・クジラの
骨など出土

 ����������������

����������������に

���������に�������

������～���������

������に����������
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15  



�� 



42 

の竪穴建物跡の堆積土中に前期中葉頃と中期

初頭頃の上下２枚の貝層が確認されたことか

ら、貝層が円筒土器文化期に断続的に形成さ

れたことも明らかになった。

史跡内とその周辺には広範囲に遺構・遺物

が分布し、保存状態も良好であることが確認

された。検出遺構は、竪穴建物跡・土坑墓・

フラスコ状土坑・貝層などである。

③ 縄文時代前期から中期にかけての集落変遷

これまでの発掘調査の結果から、田小屋野貝塚の存続期間は縄文時代前期中葉から中期末

葉に及び、集落の広がりや内容には変化が認められる。

史跡南東部では縄文時代前期中葉から末葉にかけての土坑墓や多数の竪穴建物跡などが検

出され、主に居住域が広がっていたと考えられる。その後、前期末葉から中期中葉に居住域

が北側へと移動している。中期後葉から末葉になると、史跡西側に土坑・フラスコ状土坑・

ピットを主体とする遺構群が広がり、竪穴建物跡も少数伴うことから、この時期には集落の

中心が西方に移動し、その後終焉を迎えたと考えられる。

最も遺構数の増加する縄文時代前期中葉から末葉の時期には、居住域のほかにも墓域・貯

蔵域・貝層が広がり、集落内に各種施設が配置された状況が認められる。

④ 土坑墓から出土した埋葬人骨

史跡東側に広がる居住域内では土坑墓が３基

まとまって検出されたが、そのうち１基は縄文

時代前期中葉頃の竪穴建物跡と重複し、前期中

葉に堆積した貝層下から屈葬状態の埋葬人骨１

体分が検出された。津軽半島域でこの時期の埋

葬人骨が確認されることは稀であり、貴重な調

写真 19 縄文時代前期の竪穴建物跡 

写真 20 土坑墓から出土した埋葬人骨 

写真 17 竪穴建物跡内のヤマトシジミの貝層 写真 18 縄文時代前期のフラスコ状土坑 



43 
 

査事例である。死亡年齢が壮年期後半から熟年期と推定される成人女性の人骨であり、骨盤

の特徴から妊娠・出産を経た可能性がある。 
 
⑤ 縄文時代前期の遺物の特徴

青森県立郷土館の調査した竪穴建物跡内の貝層中から、土器・石器・骨角器・貝製品・動

物遺存体が出土した。出土土器は縄文時代前期中葉の円筒下層ｂ1式が主体である。 
骨角器は、刺突具・釣針・骨針・装身具・骨匕・鯨骨製の骨べら・イルカの牙製垂飾品等

１４点が出土した。 
ベンケイガイ製貝輪は約６０点出土している。いずれも研磨されておらず、全て加工途中

で破損した未製品と考えられることから、田小屋野貝塚は貝輪の製作遺跡であったことが推

定される。このベンケイガイ製貝輪は、ベンケイガイが生息しないとされる北海道でも出土

すること、さらには本貝塚から北海道産の黒曜石が出土していることから、北海道との交流・

交易の可能性も指摘されている。 
 
⑥ 縄文時代前期の生業

青森県立郷土館の調査で検出された竪穴建物跡内の貝層はヤマトシジミを主体とし、次い

でイシガイが多い。この貝層中からは各種の動物遺存体が出土している。魚類ではコイ科・

サバ属、鳥類ではカモ類・アホウドリ類・オオハクチョウ、哺乳類ではトド・アシカ・イル

カ類・クジラ類などの海獣類が多い。つがる市教育委員会の貝層調査でも、ノウサギ・キツ

ネなどの小型獣やクジラなどの海獣が出土する一方で、シカ・イノシシなどの大型獣が欠落

することが確認されている。 
出土人骨の炭素窒素安定同位体比測定による食性分析結果からも、堅果類の採取や淡水～

汽水域での狩猟・漁労が推定されている。 
 

⑦ 縄文時代前期の植生

植物遺存体では、炭化したオニグルミ内果皮とクリ子葉の破片、炭化材のクリとコナラ節、

サクラ属などがわずかに出土したことから、集落の周辺にこれらの植物が生育していた可能

性がある。 
 

⑧ 縄文時代前期の田小屋野貝塚の評価

一連の調査成果から、田小屋野貝塚は日本海側で数少ない貝塚であり、「古十三湖」に面し

た円筒土器文化期の集落における施設配置、生業活動、骨角器・貝輪等の道具の製作活動を

具体的に把握できた。縄文時代前期から中期にかけての具体的な暮らしぶりや集落変遷が明

らかになったことから、田小屋野貝塚は貝塚を伴う集落遺跡として日本海側では希少である

のみならず、当該期の北東北の縄文文化を理解するうえで欠くことのできない貴重な遺跡で

ある。 
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���� ��� 地� ����� ����� ������� �����

��� 原野 172.00 0.17
宅地 13,004.43 12.86
田 1,530.00 1.51
畑 4,279.00 4.23
山林 12,156.00 12.02
原野 1,943.00 1.92
雑種地 2,658.00 2.63
道路 5,344.77 5.29
��� 931.00 0.92
水路 413.47 0.41

����� 雑種地 1,028.00 1.02

�����人 畑 4,531.00 4.48
宅地 13,953.41 13.80
田 2,195.00 2.17
畑 22,796.00 22.54
山林 13,982.00 13.83
原野 189.00 0.19
雑種地 9.21 0.01

101,115.29 100.00 101,115.29 100.00

42.98

57.02

����

��地 つがる市

個人
��地

43,459.67

57,655.62

 

 つがる市では平成２４年度から史跡地の公有化を順次進めており、令和３年３月現在、亀

ヶ岡石器時代遺跡では、青森県・つがる市・館岡財産区を含めた公有地４３％、民有地５７％、

田小屋野貝塚では公有地６８％、民有地３２％となっている。亀ヶ岡石器時代遺跡の公有地

は、わずかの県有地と館岡財産区の土地を除けば、ほとんどが市有地である。田小屋野貝塚

の公有地は全て市有地である。民有地の地目は、亀ヶ岡石器時代遺跡で畑、山林、宅地、田

小屋野貝塚で畑が高い割合を占める。 

 

平成１７年のつがる市誕生時、亀ヶ岡石器時代遺跡の９３％、田小屋野貝塚の１００％が

民有地であった。つがる市では平成２１年に保存管理計画を策定し、平成２４年度から亀ヶ

岡石器時代遺跡、平成２５年度からは田小屋野貝塚の公有化を順次進めることで昭和１９年

の旧指定地について保護の万全を図ってきている。旧指定範囲では両史跡とも９割を超える

高い公有化率を達成しているが、追加指定を経て現在の公有化率となっている。なお、田小

屋野貝塚については、令和元年度より追加指定地も含めた公有化事業を進めている。 

  

���� ��� 地� ����� ����� ������� �����

宅地 918.10 1.46
畑 39,614.00 62.89
山林 651.00 1.03
原野 87.00 0.14
道路 1,331.64 2.11

宅地 3,833.88 6.09
畑 11,408.00 18.11
山林 2,610.00 4.14
原野 2,065.00 3.28
雑種地 475.00 0.75

62,993.62 100.00 62,993.62 100.00����

��地

��地

42,601.74 67.63つがる市

20,391.88 32.37個人



�� 

  

指定年月日 備考

�� 75番 501.00 原野 昭和19年6月26日

�� 76番 1001.00 原野 昭和19年6月26日

�� 83番9 2473.00 山林 昭和19年6月26日

�� 83番11 1176.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番26 957.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番27 29.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番28 34.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番29 1408.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番30 950.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番31 1220.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番32 1180.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番33 1027.00 山林 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番34 90.58 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番35 262.42 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番36 1853.67 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番38 218.00 雑種地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番41 302.84 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番45 85.84 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番46 119.79 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番47 278.39 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番52 1265.87 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番53 740.42 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番54 323.00 畑 昭和19年6月26日 ����������������番��

�� 83番55 580.58 宅地 昭和19年6月26日 ����������������番��

24番 142.00 田 昭和19年6月26日

25番1 259.00 山林 昭和19年6月26日 ���������������野���番

25番2 137.00 畑 昭和19年6月26日 ���������������野���番

25番3 157.00 畑 昭和19年6月26日 ���������������野���番

25番4 279.00 山林 昭和19年6月26日 ���������������野���番

26番 82.00 田 昭和19年6月26日

27番1 56.00 山林 昭和19年6月26日

27番2 103.00 山林 昭和19年6月26日

28番 459.00 畑 昭和19年6月26日

29番1 208.00 田 昭和19年6月26日

29番2 193.00 田 昭和19年6月26日

29番3 145.00 田 昭和19年6月26日
���������������野���番
��

29番4 12.00 田 昭和19年6月26日
���������������野���番
��

29番5 37.00 田 昭和19年6月26日 ���������������野���番

30番1 481.00 田 昭和19年6月26日

30番2 93.00 田 昭和19年6月26日

30番3 330.00 田 昭和19年6月26日

32番1 281.82 宅地 昭和19年6月26日 ���������������野���地

32番2 441.00 原野 昭和19年6月26日 ���������������野���地

33番 1013.92 宅地 昭和19年6月26日

34番 679.77 宅地 昭和19年6月26日

35番1 381.00 畑 昭和19年6月26日 ��������������山��番

35番2 251.00 畑 昭和19年6月26日 ��������������山��番

36番1 428.00 畑 昭和19年6月26日 ��������������山��番

36番2 157.00 畑 昭和19年6月26日 ��������������山��番

36番3 1022.00 山林 昭和19年6月26日 ��������������山��番

37番1 1182.11 宅地 昭和19年6月26日 ��������������山��番

37番2 437.00 山林 昭和19年6月26日 ��������������山��番

38番1 954.34 宅地 昭和19年6月26日 ��������������山��番

38番5 250.00 山林 昭和19年6月26日 ��������������山��番

39番1 829.69 宅地 昭和19年6月26日 ��������������山��番

39番5 302.00 山林 昭和19年6月26日 ��������������山��番

40番2 142.00 原野 昭和19年6月26日 ��������������山��番

40番5 30.00 原野 昭和19年6月26日 ��������������山��番

42番1 465.19 宅地 昭和19年6月26日 ��������������山��番

42番2 287.00 畑 昭和19年6月26日 ��������������山��番

43番1 563.00 宅地 昭和19年6月26日 ��������������山��番

44番1 216.79 宅地 昭和19年6月26日 ��������������山��番

44番2 131.00 畑 昭和19年6月26日 ��������������山��番

45番 91.00 畑 昭和19年6月26日



�� 

�� ����������������� 

����� ��� ��� 指定年月日 備考

����� �� 46番 93.00 畑 �� 昭和19年6月26日

����� �� 47番1 578.07 宅地 ���� 昭和19年6月26日

����� �� 47番2 443.00 畑 �� 昭和19年6月26日

����� �� 47番3 935.00 畑 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番��

����� �� 48番1 59.00 畑 ���� 昭和19年6月26日

����� �� 48番2 89.00 畑 ���� 昭和19年6月26日

����� �� 48番3 71.00 畑 ���� 昭和19年6月26日 ����������������番

����� �� 49番1 680.31 宅地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 49番2 693.00 畑 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 50番2 441.84 宅地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番��

����� �� 50番3 32.00 宅地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番��

����� �� 50番4 48.00 畑 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番��

����� �� 50番5 317.03 宅地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 50番6 204.51 宅地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 50番7 65.35 宅地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 92番 324.00 雑種地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 93番 1734.00 雑種地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 94番 39.00 雑種地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

����� �� 95番 253.85 宅地 ���� 昭和19年6月26日 �����������������番

���� �� ��� 226.00 田 �� ���������

���� �� ��� 205.00 田 �� ���������

���� �� ��� 211.00 田 �� ���������

���� �� ��� 88.00 田 �� ���������

���� �� ��� 191.00 田 �� ���������

���� �� ���� 195.00 田 �� ���������

���� �� ���� 185.00 田 �� ���������

���� �� ��� 123.00 田 �� ���������

���� �� ��� 241.00 � �� ���������

���� �� ��� 931.00 ��� ���� ���������

���� �� ���� 146.00 田 �� ���������

���� �� ���� 124.00 田 �� ���������

���� �� ���� 93.00 田 �� ���������

���� �� ���� 189.00 �� �� ���������

���� �� ���� 171.00 田 �� ���������

���� �� ���� 44.00 田 �� ���������

���� �� ��� 328.00 �� �� ���������

���� �� ��� 471.00 � �� ���������

���� �� ���� 1,946.00 �� �� ���������

���� �� ���� 581.00 �� �� ���������

���� �� ���� 4,783.00 � �� ���������

���� �� ���� 1,816.00 �� �� ���������

���� �� ���� 3,503.00 �� �� ���������

���� �� ���� 1,344.00 �� �� ���������

���� �� ����� 792.36 �� �� ���������

���� �� ����� 1,569.00 � �� ���������

���� �� ����� 1,402.00 � �� ���������

���� �� ����� 683.80 �� �� ���������

���� �� ����� 572.56 �� �� ���������

���� �� ����� 758.52 �� �� ���������

���� �� ����� 4,531.00 � ������ ���������

���� �� ����� 650.00 � �� ���������

���� �� ����� 1,067.19 �� �� ���������

���� �� ����� 419.00 � �� ���������

���� �� ����� 117.93 �� �� ���������

���� �� ����� 44.17 �� �� ���������

���� �� ����� 31.81 �� �� ���������

���� �� ����� 66.38 �� �� ���������

���� �� ����� 951.00 ��� ����� ���������

���� �� ����� 343.00 ��� ���� ���������

���� �� ����� 248.64 �� �� ���������

���� �� ����� 732.00 �� �� ���������

���� �� ����� 414.63 �� �� ���������

���� �� ����� 342.25 �� �� ���������

���� �� ����� 878.52 �� �� ���������

���� �� ����� 934.15 �� �� ���������

���� �� ����� 232.00 � �� ���������

����



�� 

  

指定年月日 備考

�� 605.56

�� 1,102.00

�� 229.00

�� 29.38

671.00

193.03

872.00

1,575.00

131.00

703.00

61.00

679.86

293.78

442.93

4.00

468.67

73.00

47.00

5.21

63.00

81.00

19.00

420.00

480.23

358.00

623.93

932.00

113.00

113.00

542.00

2,307.00

1,437.00

1,607.00

71.00

104.00

270.00

255.00

79.00

137.00

693.00

11.00

49.00

5.42

59.32

58.93

944.00

1,026.32

129.51

77.00

610.55

2,616.87

654.01

763.41

413.47



�� 



�� 

）



�� 

表７ 田小屋野貝塚史跡指定地一覧 

面積（㎡） 地目 所有者 指定年月日 備考

木造館岡 田小屋野 1番 211.75 宅地 個人 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 3番 496.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 4番1 1,520.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 4番2 667.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番1 1,679.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野五番ノ十
木造館岡 田小屋野 5番4 764.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番5 824.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番6 249.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番7 831.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番8 549.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番9 863.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番10 2,855.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番11 192.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番12 1,237.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 5番13 2,204.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野五番ノ五
木造館岡 田小屋野 5番14 538.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野五番ノ五
木造館岡 田小屋野 5番18 481.70 宅地 つがる市 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野五番ノ五
木造館岡 田小屋野 7番1 1,831.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 7番2 439.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野七番ノ一
木造館岡 田小屋野 7番3 85.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野七番ノ一
木造館岡 田小屋野 25番2 290.00 畑 つがる市 昭和19年6月26日
木造館岡 田小屋野 65番1 740.39 宅地 個人 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野三六番
木造館岡 田小屋野 65番2 530.00 畑 個人 昭和19年6月26日 告示時は田小屋野三六番
木造館岡 田小屋野 5番2 1,049.24 宅地 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 5番3 1,319.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 5番15 107.00 雑種地 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 5番16 197.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 5番17 368.00 雑種地 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 11番 651.00 山林 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 15番 1,521.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 20番 1,708.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 21番 1,834.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 22番 1,516.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 23番 1,567.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 24番 1,998.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 25番1 1,762.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 25番3 193.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 27番2 364.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 28番2 631.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 30番 1,364.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 31番 931.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 32番 986.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 33番 1,643.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 34番 1,499.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 35番 1,180.53 宅地 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 39番1 909.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 39番2 482.82 宅地 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 39番3 628.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 39番4 169.15 宅地 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 42番 1,171.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 48番22 3,045.00 畑 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番3 912.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番20 601.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番21 163.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番22 577.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番23 546.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番25 605.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番26 512.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番31 1,024.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 59番32 545.00 畑 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番2 790.00 山林 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番3 1,371.00 原野 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番4 87.00 原野 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番5 1,226.00 山林 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番6 594.00 山林 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番7 367.00 原野 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番8 90.00 原野 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 64番9 237.00 原野 個人 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 66番2 436.40 宅地 つがる市 平成29年10月13日
木造館岡 田小屋野 66番14 108.00 畑 つがる市 平成29年10月13日

354.87 道路 つがる市 平成29年10月13日

976.77 道路 つがる市 平成29年10月13日

木造館岡田小屋野15番と同23番に挟まれ同65
番1と木造亀ケ岡近江野沢50番2に北接する水
路敷に挟まれるまでの道路敷

地番

木造館岡田小屋野5番4と同66番16に挟まれ同
35番と同66番2に挟まれるまでの道路敷



�� 
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